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ブリーフィング資料 

 
 

１． 新型コロナウィルス感染症予防対策への協力について 
あらかじめ体調がすぐれない方や 37.5℃以上の発熱がある方や大会主催者から発せられる遵守事項をお守り頂けな

い方は、施設内への入場をお断りさせて頂く場合がございます。 

 

２． 変更事項（タイムスケジュール等公式通知）の告知方法について 
競技に変更が生じた場合は、掲示板（選手受付の向い側／第 3 パドックの２ヵ所）での公示ならびに放送で通知します。  

＊MFJ ホームページにも掲載致します。 

https://www.mfj.or.jp/national/2021-mx-major-competitions/mfj-mx-national/ 

 

３． コースについて  
① コース内で自然に発生したギャップは極力生かし特に危険と思われる個所以外は原則として修復を行いません。 

※散水やコース整備は、主催者の判断により必要な場合に対応します。 

※天候悪化の場合、コース変更やレース時間の短縮などが行われることもあります。 

その場合は公式通知・放送・WEB にてお知らせします。 

 

② 競技開始前（最初クラスの公式練習開始前）まで、昼休み時間内、競技終了後（最終クラスのレース終了後バックマー

シャルが通過した後から）、予選・決勝レースのインターバル（前レース終了後バックマーシャルが通過してからタイムス

ケジュールに明記された次レース開始時刻までの間をさす）は、本大会に出場しているライダーのみ、コースの下見を

許可します。 

 

※如何なる場合でもマーシャルまたはコース役員にコースからの退出を指示された場合は、速やかに退出してくださ

い。 

※コース内に入る者は、その他の者と判別ができる様に主催者から与えられたパスとリストバンドを装着してくださ

い。 

※レース進行の妨げにならないように、十分ご注意下さい。万一、競技進行に弊害が生じたと主催者が判断した場合

や資格の無い者がコースに入ったことが発覚した場合等、主催者の権限により、下見が禁止されることもあります。 

 

４． フラッグについての注意 

 

（1） イエローフラッグ（黄旗） 
※イエローフラッグは、競技中にコース内で転倒またはストップしているライダーが発生していることを示しています。 

※転倒者等が発生した箇所のすぐ手前のポストにいるコース役員は、イエローフラッグを振動して「転倒者等がいる」 

ことを後続者に知らせています。 

※イエローフラッグを振動しているポストのひとつ手前のポストでは、イエローフラッグが静止で提示され、「ここから 

先にイエローフラッグ振動が出ている」ことを後続者に知らせています。 

※イエローフラッグ静止開始ポストから振動ポストを過ぎ、転倒箇所等を通過するまでの区間は、でジャンプを飛ばな

い、追い越してはいけないことはもちろんですが、「速度を大幅に減速」し、 いつでも停止できる状態で走行してく

ださい。 

 

（2） ホワイトフラッグ（白旗）について 
※競技中、コース内で救護活動が必要となった場合、救護担当オフィシャルがコース内で作業を行っている時間帯はフ 

ィニッシュライン上と、救護活動箇所においてホワイトフラッグが提示されます。 

※ホワイトフラッグは、コース上にて救護活動が行われ、救急車等の車両またはタンカ等の介入が発生していることを 

意味します。 

※コース上のどこかで救護活動が発生している場合は、コントロールライン上でホワイトフラッグが静止で提示され、救

護活動現場直前において振動で提示され、救護現場がそこである事を知らせていますので十分注意して走行してく

ださい。 

 

本大会に出場する全クラスのライダー及び登録ピットクルーは、2021年度MFJライセンス（有効期限2021年4月1日～2022年3
月末）を所持していなければなりません。 
※エントリーを受理された場合でも、2021年度MFJライセンスに登録されていない方は、本大会へ出場することはできません。 



（3） ブルーフラッグ（青旗）について 
※競技中、周回遅れの選手に対し、安全上の配慮から「後ろから来るライダーに進路を譲ってください」と警告する  

ブルーフラッグを、ゴールラインと 4 番ポスト付近において振動により提示します。 

 

５．公式練習について 
     スタート練習は行いません。 

※ 出場するライダーは、必ず公式練習に参加しなければなりません。参加しなかった場合は、その後の競技に出場

できません。 

※ 公式練習時のメカニックは指定されたエリア以外のコース内へ立入りが制限されるので、オフィシャルの指示に

従ってください。 

※ ライダーに対するサポート(援助行為)は、指定されたピットエリア内・サインエリア内に限定します。 

※ 公式練習の 1 周目は、マーシャルが先導し、各ポストでイエローフラッグが静止で提示されます。どのライダーも、

大幅に減速し、ジャンプを跳ばず、フラッグの位置と路面状況を確認しながら走行してください。 

 

６．スタート予定時間及び集合時間について 
   プレパレーションエリアに設置された時計をオフィシャルタイムとします。 

集合時間は、スタート予定時刻の 10 分前とし、集合場所はウェィティングエリアとします。 

※ウェイティングエリアからスタートエリアまで、10 名ずつに分散して移動しますので、係員の指示に従ってください。 

 

７．スタート手順 
スタートの手順は、「2021年全日本モトクロス選手権大会特別規則（297ページ20スタート）に則り、進行します。 

サイティングラップは実施しませんので、公式練習でコースの確認をしてください。 
 
① レース開始時刻の10分前までにウェイティングエリアへ集合する。 
② レース開始時刻の10分前、または当該レースへの出場者が全員揃った時点（タイスケ上の開始時刻より早まる場合

もある。）でオフィシャルがホイッスルにより移動を指示する。  
※10名ずつに分けて移動します。選定順に従い、必ず前のライダーがグリッド選択終了後、選定して下さい。 

③ 進行役員にスタートエリアへの移動を指示された最初の選手が動いた時点から、ウェイティングエリアに遅れて到着
した選手は、最後尾のグリッド選択順となる。 

④ 最後尾の選手がスターティングエリアへの移動を開始した時点で、プレパレーションエリアのゲートを閉鎖する。  
（※これ以降に到着した選手は出走できない。） 

⑤ 出走全ライダーがグリッドに着いた時点で、リザーブ選手の出場権利は消滅する。 
⑥ タイムスケジュールに遅れが生じる場合もあるため、レース開始時刻は、放送や公式通知において各自必ず確認する

こと。 
 

8．決勝レース出場資格について 
決勝進出者は、公式予選通過者（完走者のみ）を対象とします。完走者とは、トップの周回数の 75％（周回数×0.75）を

完了した者を示します。 （例） 予選 3 周の場合、3×0.75＝2.25（小数点以下 0.25 切り捨て） → 2 周以上となります。 

＊完走周回数を満たしていないライダーは、例えグリッドに空きがあったとしても、決勝レースに出場することはでき 

ません。   

・・・但し、「グリッド決め予選（予選出走 30 台未満）」となった場合、完走周回数に満たなかった選手は、 
暫定結果公示時刻より20分以内に嘆願書を大会事務局へ申請することができます。当該大会審査委員会にて正式 
に受理された嘆願書に基づき審査され、決勝出走が許可される場合があります。 

 

9．決勝レース時のメカニック作業時間について 
※ スターティンググリッドに入れるメカニックは、登録されたピットクルー1 ライダーにつき 1 名のみです。 

※ 熱中症対策のため、傘を使用する場合、スターティンググリッド内ではライダー自身または認められた１名のピットクル

ーのみ認められます。 

※ 出走全ライダーがグリッドに着いたのが確認された後、競技役員のホイッスルの合図でピットクルーはスターティング

エリアへの入場が可能となります。 

 

10．車両保管について 
  レース終了後、各クラス上位６位までをマシンプールします。原則として、暫定結果発表後２０分を経過した時点で解除され

ます。放送により案内しますので解除後、速やか引き取り、移動してください。 

 

11．パドック内での競技車両の移動について 
エントラントがパドック内で競技車両を移動させる場合に乗車する場合は、徐行走行で、観客等の迷惑にならないよう十分

注意してください。移動のために乗車する際は、必ずヘルメットを着用しなければなりません。なお、競技出場に伴う競技車

両の移動以外、パドック内で、エンジン付の車両及び電動式のバイク等を使用することは一切禁止します。 



12.  ピットエリア・サインエリアについて 
※ ピットエリアは、11 エバーツターンの専用エリア 1 箇所のみとし、指定エリアのみで作業することが認められます。 

入口/出口は、一方通行となっています。逆走などしないよう特にご注意ください。 

※ ピットエリア、サインエリアで傘を使用することは禁止します。 

※ ピットエリア、サインエリアへの立ち入り 

については、当該レースに出走している 

ライダーのピットクルーのみとし、 

リストバンド・ピットクルーパスを確認する 

のでクレデンシャルケース等を使用し 

ストラップ等で首から下げるか、 

または左腰前部等に 

装着して容易に外から確認できるようにしてください。 

※ サインボードはサインエリアでのみ提示することを認めます。 

尚、サインボードを提示中に競技中の選手に接触しないよう十分注意ください。 

また、他のピットクルーの迷惑となる行為は慎んでください。 

 

13.  車検簡略化について 
 

（1） MFJ 公認ヘルメット  

受理書と同封されている 「車両仕様書」の公認ヘルメット欄に、メーカー名・製品名と公認マークの有無を記入して、申告

して下さい。虚偽申請が発覚した場合や違反が立証された場合は、罰則の対象となります。 

（2） 音量測定 

音量測定値が、国内競技規則に定められている各クラスの各規定に適合していることを条件に検査を簡略します。音量測

定を希望する場合、主催者が設定した時間帯に任意で測定をお受けします。決勝レース終了後の入賞車両への測定を実

施し、違反が立証された場合は、罰則の対象となります。 

（3） 大会審査委員会から指名された場合は、ヘルメットチェックや音量測定等の車両検査を受けなければなりません。 

 

14． 救護関連について 
選手、エントラント、一般来場者、大会役員全て、体調に異常が見られた場合や負傷した場合は、必ず救護室において診断・

治療を受けてください。 

 

（1） 医務室への負傷ライダーの治療 

※ライダー本人がメディカルパスポートにあらかじめ必要事項を記載し、ご自身またはチーム関係者に預けて、保管・ 
管理しておいて下さい。万一、負傷した場合など、このパスポートをレーシングドクターまたは救護員に提示して 
頂くことで、より迅速な救護対応を行うためのものです。 

※円滑に診療を行うため、負傷者１名に対して、1名の付添人のみの入室に制限させて頂きます。 
 

（2）負傷・疾病者等、救護室利用者の競技出場における対応について 
    ※公式練習ならびに予選・決勝レース等で負傷した選手が、本大会救護室にて治療を受けた後、競技を再開する場合は、

本大会レーシングドクターの許可を必要とします。 

※レーシングドクターより、再検査が必要と通告された場合、必ず再検査を受けてからでなければ出走を認めません。 

なお、再検査を受診している時間は、競技進行に一切考慮致しませんので、選手自身の責任の下、時間に余裕を持って

再検査を受診してください。 

※救護室における治療において、レーシングドクターが「出走不可」と診断した場合、審査委員会から当該選手に対して

「ドクターストップ」を通告します。ドクターストップと診断されたライダーは、いかなる理由があっても競技に出場でき

ません。 

 

１5. リタイア届について 
タイムスケジュール遅れの要因となりますので、リタイアする選手は、早急に大会事務局に届出を提出してください。 

※各クラスのリタイア届けは各スタート前まで必ず提出して下さい。 

※負傷等で本人が提出に来られない場合、同選手の所属するチーム関係者等が代理として速やかに手続きを行って 

ください。 

 

16．大会開催日のトランシーバーの使用について 
開催期間中（8/1）は、競技運営連絡事項等を含め、主催者でトランシーバーを使用する為、同一周波数の使用により運営

に支障をきたすことがある場合は他のチャンネルへの変更をお願いします。 

 

 ⼊⼝  出⼝ 



17．会場内での行動について 
 本大会は新型コロナウイルス感染防止対策として、検温ならびに健康観察チェックシートの提出にご協力くださ

い。 

 接触者を最小限とする為、「他のパドックへの往来」はできるかぎり、しないでください。 

 ライダー・関係者をはじめとする第三者との接触は、極力避けてください。 

 会場内では、必ずマスク・フェイスガードなど、口と鼻を覆うものを常時装着願います。（装着していない場合、入

場をお断りさせて頂く場合があります。） 

 気温が上昇する懸念がありますので、2m以上人との間隔を空けた状態で、適宜マスクを外し、熱中症対策にも注

意を払ってください。 
 

18．その他、主催者からのお願い 
 

新型コロナウイルス感染防止のため、検温と問診票の提出は、毎朝必ずご報告・提出願います。 

★ 問診票提出専用テント  P1 受付小屋横に設置 

開設時間  7 月 30 日（金） 9 時～１７時 

        7 月 31 日（土） 9 時～１７時 

        8 月  1 日（日） 6 時～15 時 
 

 パドック内で発生したごみは全て、各自で持ち帰りをお願いします。必要なごみ袋は各自ご準備願います。 

 パドック内で雨の対策としてテント周辺に側溝を掘った場合は、撤収時に元の状態（平面）に戻してください。 

 指定された喫煙所以外での喫煙を一切禁止致します。 

 パドック内での宿泊は、周囲に迷惑をかける行為（飲酒や深夜までの騒ぎ声、花火など）は絶対にお止めください。 

迷惑行為を行った上、主催者の指導に従わない場合は、会場から撤退して頂く場合もございます。 

 パドック内で盗難事故発生の報告を受けており貴重品は、各自の責任において厳重に管理して頂くようお願いします。 

 大会参加ライダーは、スポーツマンとしての自覚と良識をもって競技に参加してください。 

 主催者の制限する立入禁止区域やコース内に進入することは絶対にお止めください。 

 観客安全対策に万全を期しておりますが、万一、競技中に一般観客が危険と思われる場所や立入禁止区域に進入して

いた場合は、事故発生防止の観点から大会関係者の一員として、エントラントの皆様から声を掛ける等の協力も併せて

お願いします。 

以上 

 

2021 年 7 月３０日 

2021MFJ 全国大会事務局 


